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抄　録

近年、ソーシャルメディアの普及を背景として、人種的マイノリティのアスリートによるレイシ

ズムへの抗議が様々な競技で顕在化している。先行研究では、アスリートたちがアスリートとして

の立場とアクティビストとしての立場の間でのジレンマに、またときには大規模なバックラッシュ

やファンとの葛藤に直面することが報告されてきた。本稿では、こうした状況のなかで例外的に反

レイシズムに訴えつつ好意的な支持を広く集めたとされる、あるアフリカ系のプロ野球選手の Black 

Lives Matter運動に関する Twitterの投稿を事例として取り上げる。人種的マイノリティとしての背

景を持つプロアスリートがこうした困難な状況にいかに関与しているのかを分析する。テクスト上

の表現を通じて人種や人種主義をめぐるアイデンティティや行為がいかに産出されるのかという視

座からその投稿とそれに対するリプライを分析し、以下の知見を得た。彼は人種差別として理解さ

れうる経験を物語りつつ、それが誰かへの非難として受け止められないように自らの物語を慎重に

デザインすることで、レイシズムへの抗議とファン、ユーザーとの協調的関係の維持という困難な

2つの課題を同時に追求していた。そしてその投稿に対するリプライも、一方では反差別の観点か

らアスリートへの共感や同調、他方ではスポーツの観点からアスリートへの賛美・応援にそれぞれ

分岐することで、アスリートとオーディエンスたちの間で複合的な同調的関係が現出していた。以

上の知見は、日本のスポーツ界において人種的マイノリティとしての背景をもつアスリートがいか

なる課題に直面し、それを達成しようとしているのかを明らかにしている点で、スポーツ社会学研

究へ貢献する。
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Abstract

Recent years have witnessed increasingly visible anti-racist athlete activism by some racial minority 
athletes, whereas such actions are often met with fierce backlash discourses. Research has shown that 
these athletes face dilemmas as they navigate their roles as both athletes and activists, often experiencing 
significant moral conflicts with their fans. In this study, adopting a discursive psychological perspective, I 
examine a tweet by a Nigerian-Japanese professional baseball player who shared his personal story with 
reference to the Black Lives Matter movement. I analyze how he and his audience employed interactional 
resources to manage moral accountability of his experience of racial victimization. Findings show that his 
story was produced as ambivalent moral practice in terms of Japanese racism: On one hand, he refused 
to describe his victimization experience as racial discrimination, allowing him to mitigate moral conflict 
related to racism and maintain solidarity with his audience. On the other hand, his audience interpreted 
his story as evidence of Japanese racism, enabling them to address the issue of Japanese responsibility as 
the racial majority. These divergent interactional phenomena were organized by the participants’ different 
orientations towards occasional membership categories and interactional norms.
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1．はじめに

近年、様々な競技で、人種的マイノリティの

アスリートによるアクティビズムが顕在化して

いる。とりわけ、アフリカ系の背景を持つア

スリートが様々な仕方で人種主義への抗議を

展開している。たとえば、サンフランシスコ・

49ersのクォーターバックだったコリン・キャ

パニック選手は、黒人に対する差別や警察の暴

力に抗議するため、試合前の国歌斉唱中に起立

することを拒否する “Taking A Knee” というム

ーブメントを 2016年に起こした。

また社会運動が総じて低調な日本でも、日本

人アスリートの政治的発言が見られるようにな

りつつある。たとえば日本人の母親とハイチ人

の父親の間に生まれたプロテニスプレーヤーの

大坂なおみ選手は、2020年の全米オープンの

全試合に白人警察官に殺害された黒人市民の名

前が書かれたマスクを着けて臨んだ。さらに本

稿で扱うプロ野球のオコエ瑠偉選手や、プロバ

スケットボールプレーヤーの八村塁選手も、そ

れぞれ Black Lives Matter運動（以下、BLM）

への支持を表明した。より最近では、オコエ瑠

偉選手の妹でありプロバスケットボールのオコ

エ桃仁花選手や八村塁の弟であり同じくプロバ

スケットボールの八村亜蓮選手が、それぞれ自

らの Twitter（140字以内の文章を投稿する無料

のソーシャルメディアサイト）のアカウント上

で、自らに寄せられた人種差別的なメッセージ

を踏まえ、日本における人種差別への告発を行

っている（J-CASTニュース 2022）。このよう

なアスリート・アクティビズムの展開は、政治

とは独立した領域として規範的に期待されてき

たスポーツのあり方を問い直しているという意

味で、スポーツ社会学の見地から重要な現象で

ある（Cooper and Rodriguez 2019）。

こうしたアスリート・アクティビズムの発展

にともない、これについての学術的研究も発展

している。アスリートがどのような仕方で人種

的不平等・差別に抗議しているのか、そうした

抗議がオーディエンスや一般市民の間にいかな

る反応を喚起しているのか、アスリートたちが

アスリートとしての立場とアクティビストとし

ての立場の間でのジレンマにどう直面している

のか、といった論題が探究されてきている。

他方、詳細は次章にて論じるが、こうした研

究動向は主としてアメリカ合衆国における現象

を扱ったものであり、日本を含む異なる人種関

係・政治環境を含む社会におけるアスリート・

アクティビズムのあり方はほとんど検討されて

いない。この課題に取り組むことは、多民族化

がますます進む日本においてスポーツにいかな

る可能性と限界があるのか、日本のスポーツ文

化がいかに社会正義に関わりうるのかを探る上

で重要であろう。

こうした問題関心のもと、本稿では次のよう

に議論を行う。まず第 2章ではアスリート・ア

クティビズムに関する先行研究の知見を整理し

た上で、積み残された課題として日本語圏にお

ける人種的マイノリティによる実践とそれに対

する反応という問題を位置づける。第 3章で

は、この課題に取り組むための研究事例とし

て、プロ野球のオコエ瑠偉選手が 2020年に自

らの Twitterアカウント上で投稿した BLMを支

持するテクストを位置づけ、主に談話心理学に

依拠した本稿の分析戦略を説明する。第 4章で

は、知見として、オコエ選手の投稿が、常識的

に人種差別として理解可能な経験を提示するこ

とで BLMへの支持を表現していたこと、他方

でその経験にもとづく非難として受け止められ

ないように自らの語りをデザインすることで人

種差別をめぐる日本人・オーディエンスへの帰

責を極めて緻密に抑制していたことを明らかに

する。さらに、こうしたオコエ選手の実践の帰

結として、一方では人種差別に対する日本人の

責任を追求する、「ハーフ」の経験を共有する

といった政治的実践が、他方では人種差別の問

題に顧慮することなくアスリートとしてオコエ

選手への応援や褒めを表明するといったサポー
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ターとしての実践が展開されたことを論じる。

最後に第 5章では、以上の知見を踏まえ、人種

的マイノリティのアスリートが日本という文脈

において直面しているジレンマ、そのジレンマ

がスポーツ界にとってもつ含意について論じ

る。

2． 先行研究――アスリート・アクティ
ビズム研究

アスリート・アクティビズムに関する研究が

社会学と隣接諸分野で発展しつつある。ここで

は特に活発に展開されてきたアメリカにおける

アフリカ系アスリートの実践を中心に、研究動

向を整理したい。アフリカ系アスリートの政治

的アクティビズムに関する研究では、（1）アス

リートがアスリートとしての姿勢と市民として

の社会正義への訴えという異なる課題の間でジ

レンマにおかれていること、（2）ソーシャルメ

ディアによって選手自身だけでなくオーディエ

ンスの発言の機会が促され、両者の間での双方

向的なコミュニケーションが発展したこと、と

いう 2つの重要な論題が検討されてきた。

アスリート・アクティビズムについては、ス

ポーツマンシップと市民としての社会正義の

追求という異なる課題の間で、アスリートが

ジレンマにおかれていることが強調されてき

た（Schmittel and Sanderson 2015）。一方でアス

リートは、社会的背景や政治的立場を主張する

ことなく、競技の業績のために一心に努力す

る態度が規範的に期待されてきた（山本 2020: 

176）。こうした政治的・社会的問題と無関係な

アスリート像を象徴するように、オリンピック

憲章では、競技会場などで選手が政治、宗教、

人種などに関するメッセージを発信することを

歴史的に禁じてきた。

他方でアスリートは、歴史的に多様な仕方で

政治実践に関与してきた。特に知られるよう

に、アフリカ系アメリカ人アスリートの政治的

アクティビズムの歴史は長い。1968年のメキ

シコ五輪の陸上男子 200メートルでそれぞれ金

メダルと銅メダルを獲得したトミー・スミス選

手とジョン・カーロス選手は、うつむいたまま

革手袋の拳を突き上げる「ブラックパワー・サ

リュート（敬礼）」によって、全世界に黒人差

別への抗議を表明した（山本 2020: 174）。前述

したキャパニックの実践もまた、こうした歴史

的伝統の延長に位置している。

しかしながら、こうしたアクティビズムに関

与したアスリートは、前述した政治的・社会的

問題との無関係という規範に反する者として、

スポーツ界から強い制裁を受けてきた（山本 

2020: 176）。実際、スミス選手とカーロス選手

は五輪を政治運動の場にしたとして IOCによ

り追放され、キャパニックは NFLでの契約解

消とキャリアの途絶を余儀なくされた。スポー

ツマンシップと社会正義の間のジレンマは今な

お重大な問題でありつづけている。

近年におけるアスリート・アクティビズムの

発展にとって特に重要な媒体となっているのが

ソーシャルメディアである。ソーシャルメディ

アによって選手自身だけでなくオーディエンス

の発言の機会が促され、両者の間での双方向的

なコミュニケーションが発展しつつある。ソー

シャルメディアは、アスリートに自分自身の言

葉での貴重な政治的発言の機会を提供し、政治

的争点について一定の影響力を発揮したり、フ

ァンやオーディエンスの間に共感的な世論を喚

起することがある。他方、これは強いバックラ

ッシュを引き起こし、発言者のアスリートとし

てのキャリアに重大な帰結をもたらすこともあ

る（Schmittel and Sanderson 2015）。たとえば、

先に言及したキャパニックは、“Taking A Knee”

を行うようになってから、ソーシャル・メディ

アで広汎な人種差別的・右翼的な誹謗中傷にさ

らされ始め、選手としてのキャリアの断念に追

い込まれた。アスリート・アクティビズムにと

ってソーシャルメディアが果たしうる機能は両

義的だが、そうした両義性はアスリート・アク

ティビズムの社会学的研究の見地からも重要な
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論点だ。

3．アプローチ

3.1. 事例
こうした文脈で特に注目に値するのが、オコ

エ瑠偉選手の BLMに関係する発信である。オ

コエ選手はナイジェリア人の父と日本人の母を

持ち、2016年に東北楽天ゴールデンイーグル

スに外野手としてドラフト 1位で入団、以来活

躍してきたプロ野球選手である（2022年 12月

からは読売ジャイアンツ所属）。彼は、様々な

仕方で日本のレイシズム問題に公共的に関わっ

てきた。たとえば、2015年には全国高等学校

野球選手権大会の試合での活躍をスポーツ報知

が「真夏の甲子園が、サバンナと化した。オコ

エは本能をむき出しにして、黒土を駆け回っ

た」「味方まで獲物のように追いかけた」とい

った人種差別的表現で形容したことにネット

上で批判が相次いだ（韓 2015）。また 2019年

には別府大分毎日マラソンで通訳を務めた人物

が、アフリカの選手についてブログで「チンパ

ンジー」などと言及していた問題を報じたネッ

ト記事に Twitterアカウント上で言及し、「少な

からずいるんだよ。俺らは我慢するだけ」と

いうコメントを残した（Narinari.com編集部 

2019）。

こうしたオコエ選手の日本のレイシズム問

題への関与の中でも特に大きな注目を集めた

のが、2020年に Twitterアカウント上で彼が行

ったツイート（Twitter上での個人による発信）

に含まれていたノート（メモ用のアプリの機能

で書かれたテクスト）である（塩田 2020）。知

られるように、2020年 5月にアメリカ合衆国

ミネソタ州で黒人男性ジョージ・フロイドが

警察官によって暴行・殺害されたことを受け

て、BLMはあらためて世界的な活況を呈する

ようになり、日本でもその動向が伝えられるよ

うになった。オコエ選手がツイートを投稿し

たのは、こうした背景のもとで一部の著名人

や当事者による発言も活発になっていく状況

においてであった。ノートには約 1,320字にわ

たって、彼が経験してきた人種主義的な出来

事やそれに対する彼の感情が表現されていた。

また同時にそのツイートへのリプライとして、

「#BlackLivesMatter」タグを含むツイートを発

信した。

ケイン（2020）が指摘するように、オコエ選

手の事例について興味深いのは、これに対する

反応の多くが好意的・肯定的な反応であった、

という点だ。すなわちソーシャルメディア上で

自らの人種差別体験や人種差別への抗議を語る

一般ユーザーの多くに、「それは差別ではない」

「日本から出て行け」「自分の国に帰れ」といっ

た典型的な人種差別否定が殺到するなか、オコ

エ選手のツイートにはそうしたコメントが乏し

かった（ケイン 2020）。また 2021年 1月 14日

現在までに 4.8万件のリツイート、18.8万件の

「いいね」が反応として確認できる 1）。これは、

前述したアフリカ系アメリカ人による人種差別

をめぐる発信の多くが差別の否認や正当化とい

った対抗的言論を喚起している実態（Schmittel 

and Sanderson 2015）に照らすと、興味深い現

象である。すなわち、オコエ選手の事例を分析

することで、日本という人種差別の認識が乏し

いとされる国において、どのようにアスリート

が人種差別についての問題提起をなしうるのか

についての示唆を得ることが期待できる。

3.2. 方法
では、オコエ選手は、こうした実践におい

て、どのように前述したアスリートアクティビ

ズムのジレンマ――社会正義を訴える市民とし

ての立場とスポーツに専心するアスリートとし

ての立場の間のジレンマ――に向き合い、それ

によって Twitter上で好意的な反応を得ること

ができたのだろうか。

ソーシャルメディアのデータに即してこの

問いを探求するための方途を得るにあたり示

唆的なのが、社会心理学者の K. Durrheimや
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C. Cresswellらによる、南アフリカにおける人

種や人種主義をめぐるオンライン上の相互行

為に関する研究である（Cresswell et al.2014; 

Durrheim et al. 2015）。彼らは、談話心理学 

discursive psychology （田邊 2010）、またそれを

補う会話分析の視座から、相互行為のなかでな

される発話や表現を、たんなる事態の描写や認

知の伝達ではなく、それ自体が特定の行為を構

成している仕方に照準する。そして、実際に

人々がオンラインフォーラム上で行っているメ

ッセージの応酬のなかで、人々のさまざまなカ

テゴリーの運用やそれに結びついた表現が非難

や正当化といった様々な行為に結びついている

様子や、「黒人」や「白人」といった人種的な

アイデンティティ・カテゴリーが相互行為にお

いて共同的に自他に帰属されることによって、

人種差別的な行為やその行為をめぐる加害者や

被害者や傍観者といった参与者の地位が産出さ

れる様子を描き出している。

こうした視点は、本稿にとっても次の点で有

用である。第一に、人種差別をめぐるオンライ

ン上の相互行為という本稿の課題にそれは適し

ている。人種差別の問題に対して誰がいかなる

責任や権利をもつのかということを、研究者が

前もって裁定するのではなく、相互行為におい

てそのつど交渉されるものとして分析すること

ができる。前述のように、オコエ選手が自らの

人種差別として理解可能な経験を描写しながら

も否定的な反応の殺到を回避していたとすれ

ば、それは Twitter上でのオコエ選手の言説実

践においてそうした表現の方法が用いられてい

たからだと考えられる。こうした方法がどのよ

うにオコエ選手自身の、また彼へのリプライの

テクストのなかで用いられているかを分析する

にあたって、談話心理学や会話分析の視点は有

用である。

また第二に、前述したように人種的マイノリ

ティのアスリートアクティビズムには、人種的

マイノリティとしてのアイデンティティとアス

リートとしてのアイデンティティとの葛藤と

いう問題が付随する。談話心理学の視点から

は、誰が何者であるか・どんなアイデンティテ

ィをもつかはそれ自体が相互行為の局所的な展

開の中で決まるのであり、話し手や書き手は、

そのつどの場面で想定する宛先にあわせてそう

したアイデンティティを表示し構築すると想定

される。「黒人」「白人」といったアイデンティ

ティも、こうした視点からその都度の局所的な

用法に注意が払われる。この視点を踏まえるこ

とで、オコエ選手の記述とそれに対するリプラ

イのなかでどのようにアスリートとしての、人

種的マイノリティとしてのアイデンティティが

交渉されているのかを効果的に分析できるだろ

う。

本研究では、この方針に沿って、以下のよう

な手順でデータを収集・分析した。まず、オコ

エ選手の投稿は、広く流通していたため、特別

な手続きを踏まずに入手し、出典を明示した。

次に、オコエ選手のツイートに対する他のユー

ザーのリプライ（n=193）を、ユーザーがツイ

ートを選択してコレクション化できる日本の

オンラインサービスである Togetterで取得した

（https://togetter.com/li/1543845.）。そしてテクス

ト上の表現を通じて人種や人種主義をめぐるア

イデンティティや行為がいかに産出されるのか

という観点から分析を行った。なお、ほとんど

のツイートが匿名の個人アカウントによるもの

であるため、発言者のプライバシー保護のた

め、個々のアカウント名や URLは表示してい

ない。

4．知見

4.1. オコエ選手の物語
前述したように BLMが世界的に活況を呈し

つつあった 2020年 6月 15日、前述したノート

を含むツイートを投稿した。

断片 1

まず、俺は誰も責める気はない。文句を言う
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気も無い。世界的にこういう状況で俺自身の

体験を知りたいというメッセージの多さ、

おんなじ境遇の人、またその両親の少しでも

励みになればと思い、炎上覚悟で投稿します。

ただ自分の物凄く嫌だった過去をさらけだし

ます。

まず最初に言いたいことが、これが差別だと

かどうとかそんなのは本当にどうでもいい

話。この話は俺自身の体験であって、これを

みてる大半の人には当てはまらないからこう

いう人もいるんだな～くらいで大丈夫です。

俺が 5歳くらいの頃かな。

まず、保育園で思い知らされた。

醜いアヒルの子の絵本を先生が読んでた。

周りのみんなは先生が読んでる間、俺をジロ

ジロ見ながら笑ってくる。俺はもちろんのよ

うにうつむき耳を塞いでた。物凄く孤独だっ

た。先生は悪気ないし、しょーがないよね。

俺が周りとは違うと初めて認識させられた出

来事だった。

これも、 保育園の時の話。

ある日、親の似顔絵を描く時があった。

先生は言った。親の顔は肌色で塗りましょう。

その時保育園にあった、肌色のクレヨンの色

はだいだい色だった。

でも、俺はその時の反抗心からか涙ながら、

茶色のクレヨンをとり親の顔を書いた。出来

上がった後はもちろん皆んなに笑われた。

なんだろう、この時は毎日が辛すぎた。

家のベランダから外を眺めながら、

ここから飛び降りて生まれ変わって、普通の

日本人になれるかなとか、考えてた。

今となっては、この普通とは何なんだろうと

未だに考えてる。

小学生になると、近所のおじさんに勧められ

てなんとなく野球を始めた。

でも、やっぱり入ってすぐ心配してたことが

起こった。初めてできた先輩たちは、俺の肌

の色をあざ笑いながら、お前の家では虫とか

食うんだろとか、ここには出せないほどの汚

い言葉の数々で罵られ、殴られる。

この辺で俺の中の心は無いようなものだっ

た。

学校では、他の学校のヤンキー達が、ただ俺

の肌の色だけを見て喧嘩をうってくる日々。

少年野球では、試合前の整列で相手チームか

ら外人いるぞ、黒人だ、だの俺の心をさらに

壊されていった。

高校野球あたりからは周りの OB会など外人

なんて高校野球で使うんじゃ無いだの、甲子

園には黒人はでるな。などの心ない言葉が沢

山俺の耳に入ってくる。

正直、もう俺の人生にはつきものだから慣れ

たよ。

今となってはいい年して、SNSの DMでわ

ざわざ言いにくる奴もいる。

日本には珍しくて、アフリカではよくある病

気を判明させるまで大変な思いをしたことも

あった。

この他にも、いろいろ経験してきた。

本当に心が無くなる瞬間。これがもう自分が

無敵になったような気がする。でも、今考え

てみるとただ単に心をシャットダウンして、

他人に対して何の感情も湧かなくなるだけだ

った。

心が無くなるのは本当に怖い。

でも、 こういう経験があるからこそ、悔いな

いように生きようと思うし、良くも悪くも今

となってはちょっとやそっとのことじゃ動じ

なくなった。

何より、母親とは話が合わず、唯一心の痛み

を分かち合えたのは、妹の桃仁花だった。

だからこそ妹は今でも大事な存在。

今後、自分の子供ができて同じ経験をさせな

いようにはどうすればいいのだろう。と考え

てる人。そういう人たちの共感につながれば

いいな。

Louis Okoye

一般に物語、すなわち過去の自己の経験につ
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いての時系列的な語りは、語り手が想定する

実際上の目的と受け手を記述する物語の前置

き story prefaceとともに始まる。それによって

語り手は、前もって、受け手が自分の物語を特

定の仕方で理解するように促すことができる

（Sacks 1974）。

断片 1の場合、物語の前置きには 2つの特徴

がみられる。第一に、オコエ選手が複数のタイ

プのオーディエンスを宛先として指定している

ことである。すなわち、一方で彼は、  「おんな

じ境遇の人、またその両親の少しでも励みにな

れば」というように、自分と共通する人々やそ

の関係者への「励み」として自らの物語の目的

を提示している。ここでオコエ選手は「おんな

じ境遇」の内実を詳述していないが、前述のよ

うにこのツイートへの自らによるリプライとし

て、「#BlackLivesMatter」タグを含むツイート

を発信することで、これは「黒人」やその両親

を宛先としていることが示されている。しか

し他方で彼は、「この話は俺自身の体験であっ

て、これをみてる大半の人には当てはまらない

からこういう人もいるんだな～くらいで大丈夫

です」というように、自らの物語がそれ以外

の「これをみてる大半の人」には関係しないと

いう理由で真剣に受け止めないようも促してい

る。言うまでもなくオコエ選手は著名な野球選

手であり、そのオーディエンスには「黒人」や

その両親という属性をもたない人々が多数を占

めるであろうが、ここで彼はそれを踏まえて自

らと共通の属性をもつ人々とそうでない人々を

異なる宛先として指定している。

第二に、オコエ選手が自らの物語を非難や帰

責として受け止められる可能性への志向を示

しつつ、その受け止め方をしないようにオー

ディエンスに促している点である。「まず、俺

は誰も責める気はない。文句を言う気も無い」

や「これが差別だとかどうとかそんなのは本当

にどうでもいい話」という否定的な記述によっ

て、物語の内容を構成する「自分の物凄く嫌だ

った過去」が誰かへの「責め」や「文句」とし

て、あるいは「差別」の報告として受け止めら

れる可能性への志向を示しつつ、その受け止め

方への牽制――そうした反応がこないように前

もって促すこと――をしている。誰かへの「文

句」を言うことや「差別」経験を報告すること

はいずれも特定の他人――「文句」の対象とな

る人々、「差別」の加害者として想定される人々

――への非難を構成するとすれば、オコエ選手

の前置きは、他人への非難として自らの物語が

受け止められるのを牽制することに志向してい

るといえるだろう。

ここで得られるのは次のような問いである。

第一に、「自分の物凄く嫌だった過去」の物語

を語ることがなぜ誰かに対する非難としてオー

ディエンスにとって理解可能であったのか、そ

してその可能性にオコエ選手は志向していたの

か、という問いである。第二に、なぜオコエ選

手はそうした理解を牽制しようとしていたの

か、その際になぜオーディエンスを複数のタイ

プに区分していたのか、という問いである。後

続する 2つの節では、この 2つの問いにそれぞ

れ取り組んでいく。

4.2. 人種差別の理解可能性
第一に、なぜ誰かに対する非難としてオーデ

ィエンスにとって理解可能であったのか、そし

てその可能性にオコエ選手は志向していたの

か。結論から言えば、これはオコエ選手の物語

が身体的・表現型的な特徴に結びついた否定的

経験の報告を含んでおり、それゆえ端的に人種

差別経験の報告として理解可能であったことに

よると考えられる。

たしかにオコエ選手は物語の中で特定の人種

カテゴリーを明示的に参照してはいない。しか

しその物語は、多様な仕方で、彼の過去の状況

が人種的な経験としてオーディエンスが受け止

められるようにデザインされている。まず、前

述のようにオコエ選手は、物語の前置きにおい

て、BLMに関係する「おんなじ境遇の人、ま

たその両親」と、それに関係しない「大半の
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人」に自らのオーディエンスをカテゴリー化・

区分していたが、こうしたカテゴリー化・区分

は翻ってオコエ選手の後続する物語を BLMに

関係するカテゴリーの当事者――「黒人（ハー

フ）」――の物語として聞くことを可能にする

だろう。Watson（1983）がヘイト・クライム事

件の取り調べの会話の分析を踏まえて述べてい

るように、ある話し手が別の誰かに特定のカテ

ゴリー（ここでは「非 -黒人（ハーフ）」）を適

用することは、その帰結として、その話し手自

身が対をなすカテゴリー（ここでは「黒人（ハ

ーフ）」）の当事者であることを示すことを伴

う。

さらに、こうした前置きを経て自らの経験を

時系列に提示していくにあたって、オコエ選手

はそれぞれの人生段階における一連の経験を繰

り返し一般化している。たとえば、幼稚園時代

を回顧した部分では、オコエ選手は自らの経験

を「俺が周りとは違うと初めて認識させられた

出来事だった。」と定式化している。この定式

化により、それぞれの人生段階におけるさまざ

まな「自分の物凄く嫌だった過去」は――その

経験の内実は多様であっても――周囲の人々と

の相違の経験として並列されることになる。

このとき、一連の周囲の人々との相違の経験

は、暗黙的かつ明示的にオコエ選手の人種的

背景という観点から描写されている（Cresswell 

et al. 2014）。第一に幼稚園時代を回顧した部分

では、「肌色」と「茶色」のクレヨンが対比さ

れ、前者は他の子ども、そして後者は当時のオ

コエ選手自身に結びつけられている。これによ

り、オコエ選手の「黒人（ハーフ）」としての

身体的・表現型的な特異性が表示されている。

このエピソードには、さらに、自殺を検討する

ほど日常生活が過酷であったという報告が後続

している。一般に、自殺を検討するということ

は、きわめて深刻な状況に結び付けられる（経

営の失敗、配偶者の死など）。オコエ選手の場

合、人種的相違の経験の描写にこうした自殺の

検討の描写が後続することで、その経験を単な

る人種的差異ではなく非常に深刻な人種差別の

経験として理解することが可能になっている

（Sacks 1992 Vol.1: 260）。

さらに後続する部分では、「初めてできた先

輩たちは、俺の肌の色をあざ笑いながら、お前

の家では虫とか食うんだろとか、ここには出せ

ないほどの汚い言葉の数々で罵られ、殴られ

る。」、「学校では、他の学校のヤンキー達が、

ただ俺の肌の色だけを見て喧嘩をうってくる

日々。少年野球では、試合前の整列で相手チー

ムから外人いるぞ、黒人だ、だの俺の心をさら

に壊されていった」など、以後のそれぞれの人

生段階におけるエピソードが人種カテゴリーと

の結びつきにおいて導入されていく。これらの

エピソードでは、誰かを「黒人」として一般化

する、特定の地域についてのステレオタイプを

適用するなど、典型的な人種主義的言動が報告

されている（Stokoe and Edwards 2007）。こうし

た人種カテゴリーの発動と同時に「この辺で俺

の中の心は無いようなものだった」や「俺の心

をさらに壊されていった」といった心理的表現

が与えられることで、オコエ選手の「黒人（ハ

ーフ）」としての身体的・人種的特性はその被

害の経験に結びつくことになる。このようにし

て、それぞれの人生段階におけるオコエ選手の

さまざまな経験は――オコエ選手自身がそのよ

うな可能性に志向していたように――人種差別

として理解可能になっているのである。

4.3. なぜ「差別」という受け止め方を否定する
のか
次に、なぜオコエ選手は誰かに対する非難と

してオーディエンスによって受け止められるの

を牽制しようとしていたのか、その際になぜオ

ーディエンスを複数のタイプに区分していたの

か、という問いに移る。

物語を語るとき、語り手は、自らの行為が聞

き手によって否定的に評価される可能性への志

向のもとに、物語の中で描写される自らの過去

の振る舞いや状況を殊更に詳細に描写すること
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がある（Whitehead 2015）。前節で示したよう

に、オコエ選手は自らの物語が人種差別の物語

として受け止められるのを牽制しようとしてい

たのだが、この志向や牽制のあり方も同様の観

点から理解することができよう。

すなわち、人種差別という概念はそれ自体が

特定の人種的マジョリティと特定の人種的マイ

ノリティの間の加害者／被害者関係を含意する

ゆえに、ある特定の経験を人種差別として同定

することはその経験をめぐる道徳的な責任につ

いての推論を喚起する（Watson 1983）2）。した

がって、オコエ選手の物語が「黒人（ハーフ）」

としての、「普通の日本人」ではない者として

の人種差別の被害という理解を読み手に提供し

ているとすれば、それは「普通の日本人」の側

の人種差別をめぐる責任を問うことを同時に可

能にするだろう。そしてオコエ選手が日本語で

日本人向けに普段からアカウントを運営してい

る以上、それは「普通の日本人」としてのオー

ディエンスへの帰責を含意しうるだろう。

だが、読み手としてのオーディエンスの側で

こうした受け止め方が可能であるということ

は、書き手としてのオコエ選手にとっては相互

行為上の困難となりうる。それは会話分析でい

う「優先性 preference」の問題に関わる。会話

分析では、相互行為が優先性の規範により組織

されており、相互行為の参加者はその規範にも

とづいて行為や発話をデザインすることが明ら

かにされている。すなわち、一般に相互行為者

は、相手との同調的・連携的関係を促すという

意味での優先的な行為を遂行すべきであり、同

調的・連携的関係を壊すという意味での非優

先的な行為を控えるべきであると期待される

（Heritage 1984: 269）。

本稿の分析との関係で重要なのは、相互行為

において相手に人種差別の責任を帰属すること

は、相互行為者間の同調的関係を脅かすゆえに

優先性の規範に抵触しうるということ、そして

話し手はたいていの場合そうした志向のもと

で自らの非難をデザインする、ということだ

（Durrheim et al. 2015; Whitehead 2015）3)。「まず

最初に言いたいことが、これが差別だとかどう

とかそんなのは本当にどうでもいい話。この話

は俺自身の体験であって、これをみてる大半の

人には当てはまらないからこういう人もいるん

だな～くらいで大丈夫です」という前置きは、

自らの経験が――前節でみたように差別として

常識的に理解可能だったとしても――その判断

を保留することで、「おんなじ境遇の人、また

その両親」ではない「大半の人」には関係ない

ものとして自らの物語を位置づけることで、自

らの物語が「日本人」による「人種差別」の非

難として解釈されたり、それにもとづいて責任

が追求されることを牽制しているといえる。別

の言い方をすれば、オコエ選手は自分と共通の

アイデンティティや経験を持つ「おんなじ境遇

の人、またその両親」とともにそれらを持たな

い「大半の人」に宛先を区分した上で、後者か

らの否定的反応を牽制している。オコエ選手の

物語が、人種差別として理解可能な経験につい

ての発信としては例外的に好意的な反応が多数

派だったことは前述した通りだが、それはこの

ようなオコエ選手自身による物語の慎重なデザ

インとそれを通じた、複合的なオーディエンス

との同調的関係の管理によって可能になってい

ると考えられる。

4.4. オーディエンスにおける反応の分岐
物語を語ることによって語り手がその物語の

中で語られる事柄への自らの立場を表示する

とき、物語の聞き手はそのように表示された

語り手の立場への聞き手自身の態度を表示す

るという機会が与えられることになる（Stivers 

2008）。興味深いことに、オコエ選手の物語は、

彼のオーディエンスからの彼の経験に対する両

義的な反応を喚起しているようにみえる。すな

わち一方では、人種的マイノリティに属する一

個人としてのオコエ選手の経験に人種差別とし

て志向するツイートが呼び起こされているが、

他方ではレイシズムや BLMではなく一野球選
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手としての彼のアイデンティティに志向したツ

イートが反応として産み出されている。

オコエ選手の物語に対するオーディエンスの

このような反応の分岐は、前節で示した彼自身

の人種差別として理解可能な経験に対する両義

的な説明を反映しているように思われる。一方

で、彼の体験が常識的にレイシズムとして理解

されるのであれば（第 4章第 2節）、日本のレ

イシズムに対する「日本人」としての観客の責

任に言及することは適切であろう。

断片 2

「日本ではアメリカほど肌の色による差別は

ないだろう」と安易に考えていました、ごめ

んなさい。

断片 3

オコエ選手の体験を読んで、コメントしてる

人、祈りや願いを口にしたら、次は自分の周

りの差別的な行為やヘイトスピーチをやめさ

せるために動いていかなきゃなと思う。ネッ

トにも憎悪や嘲笑の声は溢れてるからマシな

世の中は自分達で作っていこう。差別を目に

したらパッと動ける自分でいよう。

断片 2では、「日本ではアメリカほど肌の色

による差別はないだろう」というそれまでの認

識が誤っていたことを認め、謝罪を行ってい

る。ここでは「肌の色による差別」という表現

によりオコエ選手の可能的な人種差別の描写へ

の理解が示され、その理解に依拠することで謝

罪が可能になっている。また断片 3では「次は

自分の周りの差別的な行為やヘイトスピーチを

やめさせるために動」くことを呼びかけるとい

う行為をつうじて、「差別的な行為やヘイトス

ピーチ」という観点からのオコエ選手の経験の

理解が表示されている。

誰かの経験を人種差別の実例として理解する

ことは人種的マジョリティに属する加害者と人

種的マイノリティに属する被害者の間の関係を

前提としており、それは責任帰属をめぐる推論

に結びつく。そしてそうした推論は、帰責を受

けた側に、対抗的な非難（「黒人の側にも問題

がある」）や弁解（「日本は島国であるためやむ

を得ない」）といった差別への責任を否定する

反応を喚起するかもしれない（van Dijk 1992）。

しかしそこでオコエ選手は、すでにみたよう

に、人種差別として理解されうる自らの経験を

描写するにあたってそれが非難として理解され

るのを牽制していたのであり、その限りにおい

て、オコエ選手の物語は、謝罪（断片 2）や受

け入れ（断片 3）のような、自らの責任を認め

る人種的マジョリティ側の反応も可能になる

（Atkinson and Drew 1979）。

同様に、オコエ選手の物語が「日本人」によ

る「（黒人）ハーフ」に対する差別としても理

解可能であるかぎりで、後者のカテゴリーのも

とに当事者がその経験に関連する自己の経験や

立場を表明する機会も与えられることになる。

断片 4

私も黒人と日本人のハーフです。オコエさん

の意見すごく共感します。幼稚園の時、肌色

と自分の肌の色が全然違うと思いながらみん

なに合わせて肌色を使っていました。今はハ

ーフである事を誇りに思っているので何を言

われても大丈夫ですが、将来私の子どもが同

じ経験をしないか不安です。

断片 5

うちの子も黒人ハーフなのでよく分かる！ 

今は大人になって黒人であることに誇りを持

ってくれてるけど、そこまでが本当に大変だ

った。私もずっと一緒に戦ってきたつもりだ

けど、本人はもっともっと辛かっただろうな。

断片 4や 5では、オーディエンスは自らの人

種的アイデンティティのもとでオコエ選手の立

場・経験に対する理解を表明している。Sacks

が論じたように、ある話し手が自らの経験につ
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いての物語を語るとき、受け手は会話の相互作

用の中で語り手が自分の話をするとき、受け手

は自分の同じような経験や役割についての物語

を語ることで、最初の話に対する理解や語り

手との関係性を示す機会が与えられる。そし

てこのような第 2の物語を語る際、特定のカ

テゴリーに属しているということ――共通のア

イデンティティ――は、語り手と受け手の同調

を構築・維持するための重要な資源になりうる

（Sacks 1992 Vol.1: 764ff）。断片 4や断片 5では、

「おんなじ境遇の人、またその両親の少しでも

励みになれば」というオコエ選手の前置きに応

じるかたちで自分自身のもしくは自分の子ども

の「ハーフ」としてのアイデンティティに言及

することによって、自らのあるいは近親者の人

種的経験を語る権利を行使している。オコエ選

手の物語は、このように、アフリカ系日本人と

しての人種的被害という観点から解釈されるこ

とによって、日本人としての責任を追及した

り、多民族日本人としての個人的経験を共有し

たりといった道徳的実践を可能にしているので

ある。

他方、人種関係・差別への責任については言

及しない、むしろスポーツやアスリートと言う

観点を強調した反応もリプライとして産出され

ている。

断片 6

だからこそ オコエ選手は優しい心を持って

いて 笑顔が多いのかなと思いました そのお

人柄とってもステキです！ みんなオコエ選

手の大好きですよ  やられた事は忘れる事は

出来ないけど それを野球のチカラに変え こ

れからのご活躍ホントにホントにホントに   

(しつこい w)楽しみにしてます

断片 7

楽天ファンでそんな悲しい事を思うファンは

1人もいないよ！オコたんの事、いつだって

みんな無条件で応援してる！自信をもって欲

しい！オコたんの活躍はみんなめっちゃめち

ゃうれしい！だからその思いを胸に躍動して

欲しい。直接会えたら直接伝えたい ^^ みん

なオコエくんのことが大好きよ ^^

断片 6と断片 7では、オコエ選手は人種差別

の被害者としてではなく、アスリートとして志

向されている。彼に対する励ましと応援が表現

される一方、人種関係・差別への責任について

は言及されない。このような反応はいかにして

産出されているのか。

想起すべきは、オコエ選手が前置きで、自分

と共通のアイデンティティや経験を持つ「おん

なじ境遇の人、またその両親」とともにそれら

を持たない「大半の人」の 2つにオーディエ

ンスを区分していたということだ（第 4節第 3

節）。

物語に対する聞き手側の規範的に期待され

る反応は、物語で提示された語り手の立場に

同調的な立場を示すことだ（Stivers 2008）。前

述のように、オコエ選手の物語は、一方では、

BLMとの関連で人種差別の可能性のある経験

を語ることで、「おんなじ境遇の人、またその

両親」の被差別をめぐる責任を問う議論を引

き起こした。しかし他方でオコエ選手は、「差

別」という認識を保留し、その体験を「同じよ

うな境遇の人」にとってのみ重要で、「大半の

人」にとっては関係のないこととして限定して

もいた。この手続により、オコエ選手のオーデ

ィエンスは、個人として、あるいはプロ野球選

手として彼を励まし、応援することができるよ

うになったのであり、その限りでこれらの反応

はオコエ選手の物語とそれを通して示される状

況に対して規範的に期待される反応を構成して

いる。

たしかにオコエ選手は、アカウントに付され

た自己紹介で「Eagles Outfielder」と名乗り、物

語の中でも野球選手としてのキャリアに言及す

ることで、単なる人種的マイノリティの当事者

としてそれ以上に、アスリートとしての自己を
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オーディエンスに提示している。このアスリー

トとしてのアイデンティティによって、オーデ

ィエンスは「野球ファン」あるいは「イーグル

スファン」として、断片 6と断片 7のように、

自然にオコエ選手を励ます、応援するといった

行為が可能になる。言い換えれば、選手とファ

ンとの関係においてオコエ選手を励ます実践に

おいては、彼の人種的アイデンティティや BLM

運動へのコミットメントを相対的に後景化され

ることになるのである。

より明示的に人種差別の経験を訴えたアフリ

カ系アスリートや「ハーフ」当事者の受けたバ

ックラッシュとは対照的に（第 3章第 1節）。

オコエ選手の物語は、（少なくとも明示的な）

強い葛藤や反発を喚起することなく、オーディ

エンスとの表向きは連携的な交流を促す限りに

おいて、また、人種的マジョリティとしての日

本人によって人種差別への責任が問われる機会

を提供する限りにおいて、二重に合理的な行為

として生み出されているのである。

5．結論

本稿では、ソーシャルメディアを通じたアス

リートアクティビズムが顕在化している昨今の

動向を踏まえ、プロ野球選手のオコエ瑠偉選手

が BLMに関するツイートを通じてどのように

アスリートアクティビズムに関与し、彼の人種

主義的な経験の物語とそれに対するリプライが

どのように展開してきたのかを分析してきた。

得られた知見をまとめよう。

オコエ選手は人種差別として常識的に理解可

能な経験を物語りつつ、それを誰かへの非難と

して受け止めないように自らの物語を慎重にデ

ザインすることで、レイシズムへの抗議とファ

ン、ユーザーとの協調的関係の維持という困難

な 2つの課題を同時に追求していた（第 4章第

1-3節）。その投稿に対するリプライも一方で

は反レイシストとしてのオコエ選手への共感や

同調、他方ではアスリートとしてのオコエ選手

への賛美・応援に分岐することで、オコエ選手

とオーディエンスたちの間で複合的な同調的関

係が現出していた（第 4章第 4節）。

スポーツとは真空で営まれる活動ではなく、

むしろそれが営まれる社会という文脈に深く規

定されていることを、スポーツ社会学の知見は

繰り返し強調してきた（Cooper and Rodriguez 

2019）。本稿の知見は、談話心理学や会話分析

の方法、そしてオコエ選手の実践という事例に

即して、アスリートアクティビズムもまた相互

行為のきわめて繊細で複雑な社会的文脈・規範

に深く根ざしていることを明らかにした。こう

した知見は、たとえば引用リツイート（あるツ

イートをリツイートしながらそれにコメントを

付す機能）やダイレクトメッセージなどをデー

タに含めていないという点で限界はあるもの

の、日本のスポーツ界において人種的マイノリ

ティとしての背景をもつアスリートがいかなる

課題に直面し、それを達成しようとしているの

かを明らかにしている点で、スポーツ社会学研

究へ貢献する。

今後は、競技や人種的属性、ジェンダーなど

の面でより多様なアスリートの実践に着目する

ことや、アスリートの発信にたいする直接のリ

プライにとどまらないより幅広い形式のデータ

を分析することなどが、重要な課題となろう。

【注】
1） Twitterでは、登録されている個々の個人ない

し組織のアカウントがツイートを発信でき、
あるツイートを当該もしくは別のアカウント
が再発信する「リツイート」の機能や、ある
ツイートへの肯定的評価を表す「いいね」の
機能が備わっている。

2） Watson（1983）は、ヘイト・クライム事件の
取り調べの会話の分析から、被疑者の白人が
人種差別的表現で被害者を描写することで
「白人 -黒人」関係が顕在化すること、前者の
カテゴリーに加害者・後者のカテゴリーに被
害者という身分が投射されることで、事件が
人種差別をめぐる責任や動機の観点から理解
されることを論じている。
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3） Whitehead（2015）は、人種差別として理解可
能な行為をした相手に対して、別の相互行為
者がどのような反応をなしうるかを会話分析
の手法で検討し、この点を詳細に明らかにし
ている。
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